先生は総義歯臨床にストレスを感じておられませんか？
多くの時間と労力を費やし、やっと辿り着いた精密印象と咬合採得。
安定が得られず試適時に不安感をいだきながら期待と不安感で迎えた総義歯装着の日
お茶を飲もうとすると落ちてくる上顎義歯

開口すると浮き上がってくる下顎義歯

咀嚼・嚥下で動き痛む総義歯

期待を裏切る結果に患者と共にがっかりしたことはありませんか。

私も苦い臨床結果を繰り返しておりました。

そんな時、ＢＰＳ（Biofunctional　Prosthetic　System）生体機能的補綴システムに出会いました。結果その後の総義歯臨床には予知性を得られ臨床に希望の光を見出せました。
高齢化を迎えた日本、多くの患者様に充実したデンチャーライフを送っていただくため

先生にストレスの少ない総義歯臨床を行っていただく目的でBPSをご紹介したいと思います。 
